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昭和57年、当時の文化協会会長須田圭三氏より寄贈
高山市民文化会館1階ホワイエに展示中

「
岡
目
一
目
」

　

文
武
両
道
と
は
、
つ
ま
り
勉

強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
両
方
と
も
し

っ
か
り
や
れ
と
い
う
こ
と
。

　
「
武
」
の
基
本
は
「
走
る
」

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ス
ポ

ー
ツ
選
手
は
ま
ず
走
る
。
あ
の

巨
体
の
力
士
で
も
、
駆
け
足
を

や
っ
て
い
る
。
走
る
は
、跳
ぶ
、

投
げ
る
、
打
つ
、
蹴
る
、
等
々

に
広
が
る
。

　

と
す
る
と
「
文
」
の
基
本
は

「
書
く
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

特
に
文
学
に
限
ら
ず
、
音
楽
や

絵
画
や
芝
居
で
も
、
ま
ず
書
く

こ
と
で
、
頭
や
心
の
中
を
ま
と

め
て
み
る
の
が
出
発
点
で
は
な

か
ろ
う
か
。書
く
は
変
化
し
て
、

し
ゃ
べ
っ
て
、
撮
っ
て
、
描
い

て
、
歌
っ
て
、
等
々
と
文
化
の

花
を
八
方
に
開
か
せ
て
い
く
。

　

も
や
も
や
し
て
い
た
も
の

が
、「
書
い
て
」
み
て
初
め
て

ハ
ッ
キ
リ
す
る
こ
と
も
あ
る
。

左
官
の
挾
土
秀
平
さ
ん
は
、
創

る
と
同
時
に
又
よ
く
書
く
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
次
の
大
河
ド
ラ
マ
の
タ

イ
ト
ル
は
、
あ
の
人
が
創
る
。

　

秋
は
、
走
っ
て
も
書
い
て
も

い
い
季
節
だ
。「
白
玉
の
歯
に

浸
み
通
る
秋
の
夜
の
酒
」
も
い

い
け
れ
ど
、
文
武
両
道
は
ど
う

だ
ろ
う
、
御
同
輩
!!

　

こ
の
秋
は
ぜ
ひ
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　新年を祝う「市民互礼会」を次のとお
り開催します。市民ならどなたでもご参加
いただけます。各団体や個人の新年の顔
合わせも兼ねて、ぜひご参加ください。
　併せて飛騨文芸祭・一般の部の表彰
式を行います。文芸祭にご応募いただい
た皆様のご参加をお待ちしております。

◇日　時　平成28年1月1日（金）
　　　　　午前11時～
◇会　場　高山グリーンホテル
◇会　費　6000 円
　　　　　（記念品・芳名録代を含む）
◇申込み　11月10日（火）までに、ハガキ
　　　　　FAX、メールにて。
◇申込先　〒506-0053
　　　　　高山市昭和町1-188-1　 　 　
　　　　　（一社）高山市文化協会
　　　　　（FAX）0577-34-6877
　　　　　 （メール）mail@takayama-bunka.org

平成28年 新年市民互礼会のご案内
第
23
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

篠
原
無
然 

～
飛
驒
青
年
の
叫
び
～

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
支
え
て
き
た
文
学
者
の

経
歴
と
功
績
を
紹
介
し
、
今
後
の

文
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的

で
、
毎
年
二
回
「
近
代
文
学
館
企

画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
社
会
教
育
の
先
駆
者

と
し
て
、
大
正
・
昭
和
時
代
に
高

山
市
（
特
に
上
宝
町
）
で
大
き
な

影
響
を
与
え
た
篠
原
無
然
を
取
り

上
げ
ま
す
。
無
然
は
、
奥
飛
騨
上

宝
に
お
い
て
、
青
年
、
婦
人
、
戸

主
を
対
象
に
、詩
歌
を
通
じ
て「
飛

騨
人
の
心
の
美
し
さ
を
持
ち
続

け
、
高
い
理
想
を
掲
げ
て
生
き
抜

く
力
」
を
持
つ
よ
う
指
導
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
無
然
が
遺
し
た
、
文

章
、
歌
、
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
日
時　

十
月
三
日
（
土
）
～
四

日
（
日
）　

午
前
十
時
～
午
後
五

時
（
最
終
日　

午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館
「
煥
章

館
」
一
階
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

［
篠し

の
は
ら
む
ぜ
ん

原
無
然
］（
本
名
　
禄ろ

く
じ次
）　

　
明
治
二
十
二
年
三
月
、
兵
庫
県

生
ま
れ
。
大
正
三
年
十
一
月
上
宝

村
第
一
小
学
校（
現
本
郷
小
学
校
）

の
教
員
と
し
て
着
任
。
飛
騨
を
中

心
に
青
年
の
教
育
や
工
女
の
待
遇

改
善
に
尽
力
。
ま
た
、
地
元
の
青

年
た
ち
と
乗
鞍
岳
登
山
道
を
整
備

し
た
。
乗
鞍
岳
の
姫
ヶ
原
、
土
俵

ヶ
原
、
桔
梗
ヶ
原
の
命
名
者
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
一
時
飛
騨
を
離

れ
て
い
た
が
、
飛
騨
へ
の
帰
路
、

雪
の
安
房
峠
で
遭
難
し
、
三
十
六

年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
　
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
）

　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

奥
飛
騨
に
は
、
篠
原
無
然
の
足

跡
が
多
数
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
一
度
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・
奥
飛
騨
温
泉
郷
平
湯
の
「
平
湯

民
俗
館
」
に
は
、「
篠
原
無
然
記

念
館
」
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
無

然
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

・
安
房
峠
の
平
湯
側
に
は
、「
篠

原
無
然
遭
難
碑
」
が
建
て
ら
れ
て

お
り
、
江
夏
美
好
氏
の
小
説
「
雪

在りし日の篠原無然

篠原無然記念館篠原無然遭難碑

の
碑
」
の

最
後
の
シ

ー
ン
の
場

所
と
い
わ

れ
て
い
ま

す
。



【
華
翔
会
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

代
表
　
下
畑 

華
照

63
高山市民憲章を起草

白川　初太郎
中林　利数

大門 孝藏作「冬の馬瀬川」

　

今
か
ら
約
四
十
年
前
、
児
童
生

徒
に
正
し
く
美
し
い
文
字
を
教
え

た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た

華
翔
会
は
、
今
で
は
子
ど
も
達
と

大
人
が
共
に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

す
。
実
用
書
道
に
重
点
を
置
き
、

「
自
分
自
身
の
生
活
に
豊
か
さ
を
」

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
字
作
品
を
は
じ
め
、手
紙
文
、

仮
名
課
題
を
練
習
し
、
希
望
者
に

は
硬
筆
課
題
の
練
習
も
し
て
い
ま

す
。
仮
名
で
は
、
万
葉
集
、
古
今

集
、
百
人
一
首
な
ど
の
和
歌
を
練

習
し
、
平
安
時
代
の
人
々
の
文
字

や
、
詠
ま
れ
た
歌
に
触
れ
る
ひ
と

と
き
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
六
月
の
高
山
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、
全
員
で
参
加
し
て
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
作
品
を
出
品
し
て

い
ま
す
。
社
中
の
中
の
数
名
は
、

窓
日
短
歌
会
に
所
属
し
て
お
り
、

今
年
は
初
め
て
自
詠
歌
を
出
品
し

ま
し
た
。
来
年
も
テ
ー
マ
に
因
ん

だ
歌
を
詠
み
、
一
人
一
人
が
力
作

を
出
品
で
き
る
よ
う
、
稽
古
を
重

ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

華
翔
会
で
は
、
細
筆
を
用
い
て

俳
句
や
和
歌
を
書
い
て
み
た
い
と

い
う
方
の
入
会
を
、
い
つ
で
も
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

　
「
文
字
と
こ
と
ば
を
や
さ
し
く

す
る
た
め
に
」
と
い
う
本
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

　

高
山
市
名
田
町
五

丁
目
、
昔
の
南
小
学

校
、
今
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高

山
支
局
の
真
っ
正
面

に
あ
っ
た
内
科
医
白

川
医
院
の
院
長
、
白

川
初
太
郎
氏
が
書
い

た
。

　

こ
の
本
を
読
ん
だ
人
は
少
な
い

と
思
う
の
で
、少
し
引
用
し
よ
う
。

　
「
人
と
い
う
漢
字
は
、
や
さ
し

く
分
か
り
や
す
く
、
世
界
一
よ
い

字
だ
と
思
う
。」
で
始
ま
り
、「
私

は
大
正
末
期
医
科
大
学
生
の
頃
、

む
づ
か
し
い
漢
字
の
医
学
術
語
を

書
く
の
が
苦
手
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
「
く
さ
め
」
は
噴
嚏
、「
む
ね

や
け
」は
呑
酸
嘈
囃
、「
お
な
ら（
フ

ラ
ー
ツ
ス)

」
は
扶
羅
都
斯
、
と

書
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

術
語
を
も
っ
と
簡
単
な
字
に
、
そ

し
て
や
さ
し
い
こ
と
ば
に
し
た
な

ら
ば
、
基
礎
の
学
問
の
修
学
能
率

が
上
が
る
か
ら
改
め
た
方
が
よ
い

と
思
っ
た
」
と
続
く
。

　

全
く
同
感
で
あ
る
。
文
章
の
中

に
漢
字
が
多
い
と
、
全
体
に
重
々

し
く
、
固
く
、
エ
ラ
そ
う
で
、
威

厳
に
満
ち
て
も
っ
と
も
ら
し
く
な

る
。
し
か
し
、
度
が
過
ぎ
る
と
、

何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な

く
な
る
。

　

漢
字
の
多
い
小
む
づ
か
し
い
文

章
は
、
官
庁
の
文
書
に
多
い
。
元

に
法
律
用
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
読
ん
で
い
る
と
こ
っ
ち
は

司
法
試
験
を
受
け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
公
務
員
暴
行
陵
虐
致
傷
罪
な

ん
て
す
ぐ
書
け
る
だ
ろ
う
か
？

　

仮
名
は
漢
字
を
簡
略
化
し
た
も

の
で
、
正
式
文
章
は
真
名
の
漢
字

で
書
く
べ
し
、
と
い
う
よ
う
な
心

得
が
律
令
制
度
の
昔
か
ら
あ
っ
た

芭
蕉
忌
句
会

芭
蕉
忌
句
会

道
伝
え
の
日

道
伝
え
の
日

俳
句
募
集

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
文
化
を
後
世
に
継
承

す
る
た
め
、
高
山
市
文
化
伝
承
館

に
お
い
て
「
道
伝
え
の
日
」
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
松
尾
芭
蕉

の
命
日
（
旧
暦
十
月
十
二
日
）
近

く
に
「
芭
蕉
忌
句
会
」
を
開
催
す

る
た
め
、
俳
句
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
句
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
く

さ
ん
の
方
々
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◇
出
句　

二
句
。
兼
題
句「
時
雨
」

と
当
期
雑
詠
句
（
秋
・
冬
）
の
各

一
句
ず
つ
。

◇
応
募　

作
品
二
句
と
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
当
協
会
へ

◇
締
切　

十
一
月
一
日
（
日
）

［
句
会
］

◇
日
時　

十
一
月
二
十
八
日（
土
）

午
後
一
時
か
ら

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館

　高山市文化協会では、協会会員を対象とした研修旅行を毎年
開催しています。
　今回は、一昨年世界遺産に登録された「富岡製糸場」を訪ね、
明治の産業振興に寄与した施設を見学します。また、軽井沢、寺
泊でのショッピングや、越後の一之宮、弥

いやひこ

彦神社への参拝も予定
しています。

◆日　　程　11月26日（木）～27日（金）　1泊2日
◆宿　　泊　越後湯沢温泉（ツイン）
◆参 加 費　一名25,000円
　　　　　　（宿泊費・食事代他。
　　　　　　バス料金等は協会にて負担）
◆申し込み　10月20日（火）までに、事務局へ
◆定　　員　20名　※文化協会会員のみ申し込み可

高山発―軽井沢（ショッピング、昼食）―富岡製糸場―越後湯
沢泊（夕食、宿泊）

越後湯沢発―寺泊（ショッピング、昼食）―弥彦神社（参拝）―
高山着

1日目

2日目

『世界遺産 

  富岡製糸場を訪ねて』

会員研修旅行
参加者募集

第
５
回 

日
本
板
画
院
東
海
支
部

高
山
展 

開
催

　

高
山
市
民
文
化
会
館
に
お
い

て
、
日
本
板
画
院
の
東
海
支
部
高

山
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員
で

つ
く
る
東
海
支
部
の
作
品
を
展
示

し
、
大
門
孝
藏
氏
を
は
じ
め
高
山

市
在
住
の
作
家
の
作
品
も
展
示
し

ま
す
。

　

板
画
（
木
版
画
）
の
持
つ
独
特

の
風
合
い
は
、
か
の
棟
方
志
功
を

も
虜
に
し
、
生
涯
を
か
け
て
板
画

作
品
を
作
り
続
け
さ

せ
ま
す
。

　

そ
の
志
功
の
呼
び

か
け
で
昭
和
二
十
七

年
に
結
成
さ
れ
た
の

が
日
本
板
画
院
で
あ

り
、
東
海
支
部
高
山

展
は
今
年
で
五
回
目

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

飛
騨
書
道
連
盟
　
会
員
展

◇
日
時　

十
月
三
日（
土
）～
四
日

（
日
）　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

五
時（
最
終
日　

午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階
大
会
議

室◇
入
場
無
料

「
五
耀
会
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

◇
日
時　

十
月
四
日
（
日
）　

午

後
一
時
開
演

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

Ａ
席
三
千
円
、
Ｂ
席

二
千
円
、
Ｃ
席
無
料
（
学
生
及
び

十
八
歳
未
満
）

◇
主
催　

高
山
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

ヤ
マ
ハ
英
語
教
室
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
シ
ョ
ー

◇
日
時　

十
月
四
日
（
日
）　

午

後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
主
催　

コ
サ
カ
楽
器

◇
入
場
無
料

第
七
回
　
中
日
写
真
協
会
飛
騨
支

部
写
真
展

◇
日
時　

十
月
十
六
日
（
金
）
～

十
八
日
（
日
）　

午
前
九
時
～
午

後
七
時
（
最
終
日　

午
後
四
時
ま

で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

第
四
十
回
　
進
栄
会
発
表
会

◇
日
時　

十
月
十
八
日
（
日
）　

午
後
一
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

　
　
高
山
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
は
乗
鞍
の
ふ
も
と
、

山
も
水
も
う
つ
く
し
い 

飛
騨
高
山
の
市
民
で
す
。

　
・
う
つ
く
し
い
郷
土
に
生
き
る 

わ
た
く
し
た
ち

　 

の
期
待
と
ね
が
い
を
こ
め
て
、こ
の
憲
章
を
　

　 

定
め
ま
す
。

　
・
全
市
民
は
力
を
あ
わ
せ
て
、こ
の
憲
章
を

　 

守
り
、理
想
の
ま
ち
を 

建
設
し
ま
し
ょ
う
。

た
が
い
に
信
じ
、助
け
あ
い
、

　
心
の
な
か
に
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

環
境
を
と
と
の
え
、き
ま
り
を
守
り
、

　
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
を
き
た
え
、元
気
で
働
き
、

　
明
る
い
豊
か
な
ま
ち
を 

き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

文
化
を
た
っ
と
び
、伝
統
を
生
か
し
、

　
正
し
い
教
養
を 

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
を
愛
し
、健
や
か
に
育
て
、

　
夢
と
誇
り
を 

も
た
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日
　
制
定

昭和55年12月発行

の
だ
ろ
う
か
？

　

も
う
一
つ
は
お
寺
の
お
経
。
あ

れ
は
仮
名
な
し
の
全
面
的
漢
字
の

世
界
。
イ
ン
ド
語
を
漢
字
の
音
で

表
し
、
そ
れ
を
日
本
語
で
読
む
と

サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
な
く
な
る
。
ギ

ャ
ー
テ
イ
ギ
ャ
ー
テ
イ
、
ハ
ラ
ソ

ー
ハ
ー
と
い
う
よ
う
な
。

　

要
は
漢
字
と
仮
名
の
配
分
だ
ろ

う
。
新
聞
の
紙
面
が
分
か
り
易
い

の
は
、
そ
の
辺
の
配
慮
が
行
き
届

い
て
い
る
か
ら
だ
。
漢
字
を
多
く

使
え
ば
字
数
を
減
ら
せ
る
か
ら
、

限
ら
れ
た
紙
面
に
内
容
を
多
く
盛

り
込
め
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

紙
面
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま

う
。
お
経
の
本
の
よ
う
に
。
も
っ

と
も
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
方

が
あ
り
が
た
い
、
と
い
う
な
ら
話

し
は
別
だ
。

　

白
川
初
太
郎
氏
は
、
医
師
で
俳

人
。
俳
人
で
あ
っ
て
漢
詩
人
で
は

な
い
。
だ
か
ら
、
漢
字
に
縛
ら
れ

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
人

だ
か
ら
、
国
際
語
で
あ
る
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な

ぜ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
な
の
か
、
私

に
は
分
か
ら
な
い
謎
の
一
点
。

（
編
注
）
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
：

一
八
八
〇
年
代
に
創
案
さ
れ
た
、

国
際
補
助
語
を
目
指
し
て
作
ら
れ

た
人
工
言
語
。
国
や
人
種
に
関
係

な
く
会
話
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
作
ら
れ
て
お
り
、
全
世
界
で

百
万
人
ほ
ど
が
話
す
と
推
定
さ
れ

る
。

　

氏
が
起
草
委
員
長
で
作
ら
れ
た

「
高
山
市
民
憲
章
」
は
、
今
も
生

き
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
時

の
高
山
市
民
憲
章
推
進
協
議
会　

起
草
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
白
川
初

太
郎
、
畑
中
裕
作
、
橋
本
ひ
な
子
、

大
野
政
雄
、
須
田
圭
三
、
漆
山
潔
、

高
桑
了
英
の
各
氏
で
あ
る
。

　

ご
存
知
、
長
男
の
白
川
秀
樹
博

士
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
学
者
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
ナ
イ
ロ
ン
に

電
気
を
通
す
夢
が
、
や
が
て
実
現

し
た
。秀

樹
博
士
は
子
供
の
こ
ろ
、

屁
は
化
学
的
に
は
イ
ン
ド
ー
ル
と

か
ス
カ
ト
ー
ル
と
い
う
気
体
で
あ

り
燃
え
る
と
聞
い
て
、
集
め
て
燃

や
す
実
験
を
し
て
い
た
と
い
う
、

町
内
の
同
級
生
の
証
言
が
あ
る
。

扶
羅
都
斯
（
お
な
ら
）
で
も
何
で

も
、
科
学
的
に
冷
静
に
見
つ
め
よ

う
と
し
た
態
度
が
、
や
が
て
ノ
ー

ベ
ル
賞
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

文
字
と
こ
と
ば
は
、
や
さ
し
い

方
が
い
い
。

白
川
初
太
郎

　
明
治
三
十
四
年
生
～
昭
和

五
十
八
年
没
、
医
師
・
俳
人
。
東

京
生
ま
れ
で
号
は
青
山
人
。

　
千
葉
医
科
大
学
卒
、
東
京
帝
国

大
学
で
細
菌
学
と
血
清
学
を
研

究
。
戦
時
中
は
、
ビ
ル
マ
派
遣
軍

防
疫
給
水
部
長
な
ど
を

務
め
、
軍
医
大
佐
で
終

戦
。
昭
和
二
十
一
年
に

高
山
市
内
に
開
業
。
高

山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会

長
、
高
山
善
意
銀
行
頭

取
、
高
山
市
民
憲
章
起

草
委
員
長
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
語
講
師
な
ど
を
歴

任
。

　
俳
句
、
書
、
篆
刻
な

ど
多
趣
味
。

　
昭
和
四
十
八
年
　（
社
）
日
本

善
行
会
善
行
銅
賞

　
昭
和
五
十
四
年
　
日
本
医
師
会

長
表
彰

　
昭
和
五
十
六
年
　
高
山
市
文
化

協
会
文
化
功
労
章

　
　
　（
飛
騨
人
物
事
典
よ
り
抜
粋
）

と
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
板
画
の
奥
深
い
世
界

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

十
月
十
六
日
（
金
）
～

十
八
日
（
日
）　

午
前
九
時
～
午

後
五
時
（
最
終
日　

午
後
四
時
ま

で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階
大
会
議

室◇
入
場
無
料

《一般の部》
◆文 芸 祭 賞　
　　俳句十句　下垣内町子（高山市下岡本町）

◆江夏美好賞　該当者なし
◆高山市長賞
　　短歌十首　樋田　玲子（高山市名田町）

　　小　　説　松山　正利（下呂市金山町大船渡）

◆高山市議会議長賞
　　随　　筆　下畑　七三（高山市総和町）

　　児童文学　宮本　清則（高山市石浦町）

◆高山市教育委員長賞
　　短歌十首　栃原よ志ゑ（高山市清見町三日町）

　　現 代 詩　稲泉　真紀（高山市大洞町）

◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　俳句十句　上田真穂子（高山市昭和町）

　　短歌十首　打保　洋子（高山市日の出町）

　　短歌十首　江尻　恵子（飛騨市古川町上気多）

　　短歌十首　片岡　和代（高山市名田町）

　　現 代 詩　後藤　　順（岐阜市鏡島西）

　　俳句十句　小林　高子（高山市八軒町）

　　小　　説　塚中　正夫（高山市名田町）

　　俳句十句　三島　芙蓉（高山市神田町）

　　俳句十句　水口　諄子（高山市久々野町長淀）

　　短歌十首　武藤　久美（高山市七日町）

　　随　　筆　鹿熊　寅造（高山市森下町）

《青少年の部》
◆青 竜 大 賞　該当者なし
◆青　竜　賞
　　短歌五首　川上このか（飛騨神岡高校3年）

　　短歌五首　森　　夢加（飛騨神岡高校2年）

　　短歌五首　森下　公貴（高山西高校3年）

　　短歌五首　森野　　周（高山西高校3年）

　　俳句五句　荒木　健裕（飛騨神岡高校2年）

　　俳句五句　小鳥　雄平（高山西高校3年）

　　俳句五句　川上このか（飛騨神岡高校3年）

　　俳句五句　中桐　優飛（飛騨神岡高校2年）

　　俳句五句　松本　洸輔（益田清風高校1年）

　　現 代 詩　森　　夢加（飛騨神岡高校2年）

第39回 
飛騨文芸祭入賞者決まる

表彰式：平成28年1月1日（金）
新年市民互礼会式場にて（会場：高山グリーンホテル）
※青少年の部の表彰は別途行います。


